
年　　額
保険料 ○

生
ご
み
は
水
き
り
を

　　生
ご
み
の
大
部
分
は
水
分
で
す
。
水
き
り
を
す

る
だ
け
で
も
ご
み
の
量
は
削
減
で
き
ま
す

○
必
要
の
な
い
物
を
買
い
す
ぎ
な
い

　　安
い
か
ら
、
タ
イ
ム
サ
ー
ビ

　ス
を
し
て
い
た
か

ら…

結
局
食
べ
な
い
で
捨
て
て
い
る
物
、
使
わ
な

い
物
を
購
入
し
て
い
ま
せ
ん
か

○
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
う

　
　

必
要
の
な
い
レ
ジ
袋
は
断
る

○
店
頭
な
ど
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る

　　ボ
タ
ン
電
池
、
プ
リ
ン
タ
ー
の
イ
ン
ク
、
白
色

ト
レ
イ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
、
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が

利
用
で
き
る
も
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
利
用
す
る

　
　市
内
、
近
隣
市
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

を
有
効
活
用
す
る

○
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
を
活
用
す
る

　　市
内
大
谷
に
「
海
老
名
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
」
が
あ
り
ま
す
。
不
用
品
交
換
制
度
、
古
本

交
換
制
度
、
い
ら
な
く
な
っ
た
衣
類
を
使
っ
た
講

座
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

○
生
ご
み
処
理
機
を
使
う

　　市
で
は
、
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
補
助
の
内
容
は
表
２
の
と
お
り

で
す

分
別
方
法
の
再
確
認
を

ごみを減らすために
～わたしたちができること～

自
治
会
別
ご
み
の

排
出
量
調
査
を
実
施

　　市
で
は
、
ご
み
減
量
化
策
の
一
環
と
し
て
、
市
内
全
域
で
可
燃

ご
み
の
排
出
量
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　　同
調
査
は
、
平
成
17
年
度
の
排
出
方
法
変
更
後
、
減
少
傾
向

に
あ
っ
た
燃
や
せ
る
ご
み
の
排
出
量
が
、
20
年
度
に
増
加
に
転
じ

た
（
図
１
参
照
）
こ
と
か
ら
実
施
し
た
も
の
で
、
昨
年
11
月
と
今

年
２
月
の
２
回
、
自
治
会
別
の
排
出
量
や
分
別
の
状
況
な
ど
に
つ

い
て
の
実
態
把
握
を
目
的
に
行
い
ま
し
た
。

【
自
治
会
別
の
排
出
量
】

　　自
治
会
別
市
民
一
人
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
表
１
の
と
お
り

【
排
出
量
増
加
の
原
因
】

　　
・
生
ご
み
の
割
合
が
多
い

　　
・
生
ご
み
の
水
き
り
が
不
十
分

　　
・
分
別
す
べ
き
資
源
の
混
入

　　
・
事
業
系
ご
み
の
集
積
所
へ
の
排
出

　　今
後
は
、
今
回
の
調
査
結
果
を
基
に
、
自
治
会
別
の
出
前
講

座
や
、
分
別
が
進
ま
な
い
集
積
所
の
戸
別
指
導
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　　市で
は
、
排
出
さ
れ
た
ご
み
の

中
か
ら
サ
ン
プ
ル
を
抽
出
し
、

組
成
分
析
調
査
も
行
っ
て
い
ま

す
。　　昨

年
度
実
施
し
た
３
回
の
調

査
か
ら
、
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
さ

れ
た
排
出
物
の
内
容
を
み
る
と
、

可
燃
物
中
の
生
ご
み
類
が
重
量

の
半
分
以
上
を
占
め
、
資
源
が

２
割
以
上
含
ま
れ
て
い
ま
し
た（
図

２
）。
資
源
の
内
訳
は
、ミ
ッ
ク
ス

ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
紙
類
と
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
多
く
、ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
や
び
ん
・
缶
な
ど
が
混

入
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
し

た
。　　この

こ
と
か
ら
、
燃
や
せ
る
ご

み
の
中
に
含
ま
れ
る
資
源
を
確

実
に
分
別
す
る
だ
け
で
、
ご
み
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　ご
み
の
削
減
は
皆
さ
ん
の

分
別
へ
の
心
掛
け
が
重
要
で
す
。

ご
み
削
減
に
向
け
た
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　　資
源
や
ご
み
を
出
す
際
は
、

ル
ー
ル
を
守
り
、
決
め
ら
れ
た

集
積
所
・
曜
日
の
、
日
の
出
か
ら

８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　　

※

地
区
別
の
排
出
日
な
ど
詳

し
く
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
資
源

と
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

（
＝
全
戸
配
布
済
み
）を
参
照
。

ご
み
出
し
は

　ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
出
し
は

　ル
ー
ル
を
守
っ
て

　　資
源
・
ご
み
を
出
す
集
積
所

は
、
利
用
で
き
る
世
帯
が
定
め

ら
れ
て
お
り
、
利
用
世
帯
で
管

理
さ
れ
て
い
ま
す
。
集
積
所
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
、
自
治
会

ま
た
は
近
隣
の
方
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　　なお
、
市
で
は
、
500
平
方
㍍

を
超
え
る
開
発
行
為
、
ま
た
は
、

マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
の
建
設
時

に
、
集
積
所
の
設
置
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
交

差
点
・
曲
が
り
角
、
横
断
歩
道

付
近
な
ど
、
道
路
交
通
法
で
規

定
す
る
駐
停
車
禁
止
区
域
内
で

は
交
通
安
全
に
支
障
が
あ
る
た

め
、
集
積
所
の
設
置
場
所
を
見

直
し
て
い
ま
す
。

　　集
積
所
の
設
置
や
利
用
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

集積所の
設置に
ご理解を

公
民
館
講
座
・
市
民
教
養
大
学

　
　
　
　受
講
生
を
募
集
し
ま
す

前期

65歳になる方へ
　　介護保険料の算定・
　　　　　納付方法が変わります

ごみ削減のポイント

※　可燃ごみ重量÷ 処理人口÷３６５ × １,０００,０００

ト
　　ン

家庭系可燃ごみ（　）ト
　　ン １人１日当たり排出量（ｇ）※

自治会名

中央一丁目

中央二丁目

中央三丁目

国分北一丁目（北）

国分北一丁目（南）

国分北二丁目

国分北三丁目

国分杉本

国分南一丁目

国分南二丁目

国分南三丁目

国分南四丁目

ルネ・エアズヒル

望　地

勝　瀬

上今泉一丁目

上今泉二丁目

上今泉三丁目

上今泉四丁目

上今泉五丁目

上今泉六丁目

柏ケ谷

かしわ台クラルテ

東建ニューハイツ海老名

東柏ケ谷一丁目

東柏ケ谷二丁目

東柏ケ谷三丁目

東柏ケ谷四丁目

東柏ケ谷五丁目

東柏ケ谷六丁目

平成２１年
１１月
392.2
349.3
287.1
393.9
371.0
319.0
535.8
360.0
384.2
447.7
366.0
349.8
251.9
444.7
438.4
445.1
471.6
352.2
379.4
400.4
408.9
387.1
353.5
379.1
454.0
406.4
541.2
349.0
382.3
379.7

358.3
363.3
295.5
297.9
362.3
254.9
368.7
287.5
374.8
388.6 
442.3
319.8
229.5
334.2
406.8
402.9
357.7
302.7
336.5
350.5
354.3
348.3
363.1
371.2
387.1
375.8
434.3
316.0
352.2
353.8

平成２２年
２月 自治会名

ルアンジュさがみ野

大　谷

海老名みずほハイツ

浜田町

国分寺台一，二丁目

国分寺台三丁目

国分寺台四丁目

国分寺台五丁目

中新田第１

中新田第２

海老名団地

さつき町

さつき団地

河原口第１

河原口第２

河原口第３

上　郷

下今泉

海老名スカイハイツ

上河内

中河内

社　家

中　野

今　里

杉久保（北部）

杉久保（南部）

サンパルク

本　郷

門沢橋

市民１人当たり

平成２１年
１１月

平成２２年
２月

255.2
413.7
310.8
475.8
412.7

410.7
461.3
304.6

360.5
473.0
279.7
341.4
422.4
337.6
272.3
523.8
429.1
433.3
441.7
414.2
475.3
339.2
305.1
500.2
403.7
391.7

299.0 
365.8 

407.2 
347.2
338.6
321.8
386.0 
327.0 
335.1
325.9 
340.3 
379.0 
408.8 
268.8 
319.2 
368.6
356.0
267.9
453.5
333.0 
403.5 
391.1
377.5 
413.7
357.1
286.4 
371.6 
364.0
351.0

306.4 

416.8

413.6
360.8
384.5

【表１】平成２１年度自治会別排出量調査結果
１日１人当たり排出量 単位 ｇ

※事前に申し込みが必要です。必ず、購入前にお問い合わせください

補助台数
（１世帯、１事業所）

補助額

１台
購入額の２分の１
（限度額４万円）

購入額の３分の２
（限度額３０００円）

２台まで
（屋外型・屋内型合わせて）

電動式
（乾燥型、消滅型）
※ディスポーザーを除く

たい肥式
（コンポスト、ＥＭ容器）

講座
番号

講座名 講師（敬称略） 内容など日程 時間 会場 定員

公
民
館
講
座

市
民
教
養
大
学
(９) 

(３) 

(４) 

(５) 

(７) 

(８) 

(６) 

食育講座　
～「自分の食」を考える～

(１) 
生きがいづくり講座「キラリと光
る第二の人生」～もう一つの人生
にチャレンジしよう～ 

(２) 絵画講座「初夏を描こう」

パソコン講座「Word」入門

生活講座「たのしく学ぶ色彩学」
～色から広がるライフスタイル！～

講座「裁判員制度」～裁判員に
選ばれたときに備えて～

文学講座「万葉びとの歌と生活」
～平城京遷都１３００年によせて～

歴史講座「外国人の見た日本・
日本人の見た外国」
－古代～明治初期－

放送大学連携講座
「子育ての知恵（II）」
～子どもたちの幸せな未来のために～

５/１９　　・２６　、

６/２  　・１２　　・

１６　　・２３

【全６回】

水

水

水 水

土

水

５/１４　　・２０　・２８

６/４  ・１１　　【全５回】

金

金 金

木 金

６/１７　　・１８　

【全２回】

木 金

５/１３　、６/７  ・１４　　

・２１　　【全４回】

木

月　

月 月

５/２０・２７、６/３・

１０・１７・２４の

【全６回】

木

５/１９・２６、６/２・９
の　　【全４回】水

土

５/８・２９、６/５・１２・１９
の　　【全５回】

５/１３・２７、６/１０・２４
７/８の　　
【全５回】

木

７/１０・１７・２４・３１
の　　
【全４回】

土

５０人

２５人

５０人

４０人

３０人

２０人

５０人

５０人

５０人

９時３０分～
　　１６時３０分

１４時～１６時

１０時～１２時

１０時～１２時

１０時～１２時

１０時～１２時

１０時～１２時

１４時～１６時

１０時～１２時

３５１学習室

３５１学習室

３５１学習室
・調理室

３５２学習室

３５１学習室

３５１学習室

３５１学習室

３５１学習室

３５１学習室
６/１２　　のみ
２５１・２５２
学習室

土

生涯学習指導員インストラクター・久山
駿二、かもめ健康ウォーキング指導者
・畑島冨士子、里山づくりボランティア
「山仕事の会」会長・伊藤健三、
劇団「えびな座」座長・磯田貞子、
地域コーディネーター・山内道子　ほか

タカナシ乳業（株）、エスビー食品（株）、
（株）神奈川県農協茶業センター、鈴
廣　かまぼこ（株）の各社員

第二の人生についての考え方や姿勢を、
さまざまな体験を通して学習します。５月
２６日はウオーキングを予定

色彩は私たちの生活に豊かさをもたらして
くれます。カラーの知識や効果、その生
かし方を楽しく学びます。　※託児あり
（希望者は申し込みはがきにお子さんの
性別・年齢を記入）

平城京遷都１３００年にちなんで、日本古
典文学を代表する「万葉集」の歌と当時
の人々の生活について学習します

さまざまな異国体験を紹介し、それぞれ
の時代から、多彩で豊かな人と物の交流
を比較、考察します

子育てに求められることを一緒に考える講
座。　※託児あり（希望者は申し込みはが
きにお子さんの性別・年齢を記入）

ワード初心者で、パソコンの基本操作が
できる方が対象。　　※テキスト代として
２０００円を初回に納入

裁判員制度の趣旨や内容・課題を学習し、
裁判員に選ばれたときに備える講座です。
５月２０日には実際の裁判を傍聴します

生活の基本である「衣食住」、中でも「食」
は豊かな生活を送るために大切な条件で
す。この「食」について考えます

はがき大のアルビレオ紙に水彩画で「初
夏」を描きます。初心者の方・未受講
者歓迎。　※アルビレオ紙、テキスト代と
して７００円を初回に納入

富士通エフ・オー・エム（株）インス
トラクター、生涯学習ボランティアバ
ンク講師

ロイヤルサロン代表・城島静也

文部科学省認定一級カラリスト・
濱田浅茅

横浜開港法律事務所弁護士・青木
康郎、横浜地方検察庁・横浜地方
裁判所の職員

東海大学文学部国文学科教授・
志水義夫

歴史研究家・片山兵衛

放送大学大学院教授・滝口俊子、
臨床心理士・坂上頼子

所得段階 対象となる方
月　　額
保険料

期別

３期

４期

５期

６期

７期

８期

９期

１０期

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

合計

５,０７５円※

４,９００円

４,９００円

４,９００円

４,９００円

４,９００円

４,９００円

４,９００円

３９,３７５円

月 期別保険料

第１段階
生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で本人
および世帯全員が住民税非課税の方

第２段階
本人および世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入金額の合計額
が８０万円以下の方

第３段階
本人および世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入金額の合計額
が８０万円を超える方

第４段階

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者
がいる場合）で、前年の合計所得金額と課税
年金収入金額の合計額が８０万円以下の方

本人が住民税非課税（世帯内に住民税課税者
がいる場合）で、前年の合計所得金額と課税
年金収入金額の合計額が８０万円を超える方

第５段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
１２５万円以下の方

第６段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
１２５万円を超え２００万円未満の方

第７段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
２００万円以上で５００万円未満の方

第８段階
本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
５００万円以上の方

１２,６００円

１２,６００円

２７,３００円

３７,８００円

４２,０００円

４８,３００円

５２,５００円

６５,１００円

７７,７００円

１,０５０円

１,０５０円

２,２７５円

３,１５０円

３,５００円

４,０２５円

４,３７５円

５,４２５円

６,４７５円

【表１】平成21～23年度 所得段階別介護保険料

※保険料基準年額は、平成２１年度と同額（第４段階４２,０００円）です

【図１】年度別家庭系可燃ごみ排出量

燃やせるごみの主な組成（重量比）
平成２１年度（3回分）平均値

【図２】

【図１】保険料の納め方
　　昭和２０年７月２日生まれの方の場合…７月１日が６５歳到達日
　　⇒保険料は７月（６５歳到達日の月）から翌年３月までの９カ月分を
納付書で納めます　※納付書は誕生月の翌月（１日生まれの方は当
月、４月生まれの方は６月）に送付します

８月分４月分 ５月分 ６月分 ７月分 ９月分１０月分１１月分１２月分１月分 ２月分 ３月分

健康保険料（税）と
一括で納めます

市が送付する納付書で納めます

◇第６段階の介護保険料

（年額５２,５００円）に該当した

場合の納付書期別保険料

年額５２,５００円÷ １２カ月

　　　　　　　× ９カ月分＝３９,３７５円

９カ月分の保険料を

８月～翌年３月の８回で

納付していただきます

※扶養親族等で４０～６４歳の

方が同じ健康保険に加入して

る場合、その方の介護保険料

は引き続き健康保険料（税）と

一括で納めます

※１００円未満の端数を最初の期で調整します

   

40
歳
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
介

護
保
険
料
は
、
65
歳
に
到
達
し
た
月
の
分

か
ら
、
算
定
方
法
と
納
付
方
法
が
変
わ
り

ま
す
。

   

介
護
保
険
制
度
で
は
、
40
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
納
入
義
務

者
が
扶
養
親
族
等
の
保
険
加
入
者
全
員

分
を
健
康
保
険
料
（
税
）
と
一
括
し
て

納
め
ま
す
が
、
65
歳
に
な
る
月
分
（
１
日

生
ま
れ
の
方
は
そ
の
前
月
）
か
ら
は
、
市

が
定
め
た
所
得
段
階
別
介
護
保
険
料
額

（
表
１
参
照
）
に
基
づ
き
算
定
し
た
介
護

保
険
料
を
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

（
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
）
で
個

別
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
（
図
１
参
照
）。

   

な
お
、
原
則
と
し
て
、
翌
年
度
の
保
険

料
は
年
金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
な

り
ま
す
。

   

詳
し
く
は
、
65
歳
到
達
日
以
降
に
介
護

保
険
被
保
険
者
証
と
同
封
し
て
簡
易
書

留
で
送
付
す
る
、「
介
護
保
険
の
て
び
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　　　　　高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係
。

　　▷対　　象　　市内在住・在勤・在学の方　　
　▷会　　場　　中央公民館ほか　　
　▷受講料　　無料　※教材費などは自己負担　　（各講座の初回に納
入）。
　　　　　　往復はがきに希望する講座番号・講座名・住所・氏名（ふ

ごみの中身を
　　見てみると

平成１６年度

２２,３０５

１２３,９６０

４９３.０

平成１７年度

２１,０７８

１２３,９６６

４６５.８

平成１８年度

２０,４７４

１２４,９９２

４４８.８

平成１９年度

２０,２９４

１２６,１８４

４４０.６

平成２０年度

２０,４４２

１２６,９３６

４４１.２

処理人口 (人 ) 

家庭系可燃ごみ（　）

１人１日当たり排出量（ｇ）※

５００.０

４９０.０

４８０.０

４７０.０

４６０.０

４５０.０

４４０.０

４３０.０

４２０.０

４１０.０

２２,５００

２２,０００

２１,５００

２１,０００

２０,５００

２０,０００

１９,５００

１９,０００

平
成

　
年
度

16 　

年
度

17 　
年
度

18 　
年
度

19 　
年
度

20

（　）ト
　　ン （ｇ）

りがな）・年齢・電話番号を明記（往復はがき１枚につき１講座）し、
〒２４３‐０４３４　上郷　４７６‐２中央公民館へ。４月１５日　　必着　※定
員を超えた場合は抽選。結果は返信はがきで通知します。
　　　　　　中央公民館（☎２３１・９７０２＝　　　休館）。

木

火

※調査期間での可燃ごみの排出量を、自治会別に人口割で算出 

※排出量は、地域性などで異なり、排出量の多寡は必ずしも分別度合いと一致しません

※草木・剪定枝は排出しないよう協力依頼して調査しました

※季節的な排出量の動向もあります（２月は排出量の少ない時期です）

せ ん て い し

資源物
23％

可燃物７７％

【表２】生ごみ処理機の補助制度

資源対策課

生ごみ
（可燃物中
の56％）

　　分
別
方
法
の
変
更
か
ら
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
分
別
方
法
を
、

も
う
一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
燃
や
せ
る
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
、

二
酸
化
炭
素
の
削
減
や
ご
み
処
理
費
用
を
抑
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
な
お
、
今
後
も
同
調
査
は
継
続
し
ま
す
。
次
回
は
５
月
に

実
施
予
定
で
す
。


